
（2）ぐんま広報　平成31年 4月 7日発行

義務的経費
3,549
（47.3%）

退職手当
204(2.7％)

扶助費
328

（4.4%）

公債費
1,020

（13.6％）公共事業
874

（11.6%）

投資的経費
1,270
 （16.9%）

その他経費
2,692

（35.8%）

補助費等
2,113
 （28.1%）

その他
579

（7.7%）

その他の
投資的経費
396（5.3%）

歳    出

総額
7,511

学校の先生
などの人件費
1,285（17.1％）

県庁職員
などの人件費
426（5.7％）

警察官など
の人件費
286（3.8％）

県税
2,450

 （32.6%）

地方消費税
清算金
755

（10.1%）

（単位：億円）（単位：億円）

財政調整基金、
減債基金繰入金
89（1.2%）

その他
収入
583

（7.8%）

国庫支出金
855

（11.4%）

地方交付税
1,247

（16.6%）

うち臨時財政
対策債
416（5.5%）

うち防災・減災
緊急対策に係る
県債
149（2.0%）

地方譲与税等
407（5.4%）

県債
1,125

（15.0%）

自主財源
3,877
（51.6%）

依存財源
3,634

（48.4%）

総額
7,511

歳    入

地方交付税…いったん国が税として集め、その一定割合が地方公共団体に配
分されるお金

国庫支出金…使い道を決めて、国から支払われるお金
臨時財政対策債…地方交付税の不足分の一部を、いったん県で借金をして賄って

おくために発行する県債
地方譲与税…国税として集められ、国から県に譲渡されるお金

義務的経費…任意に削減することが困難な経費
投資的経費…将来にわたり使用される施設などの建設費
扶　助　費…生活保護費や児童手当など、住民福祉を支えるための経費
公　債　費…これまでに借り入れた県債の返済金と利子
補 助 費 等…負担金、補助金など、県から市町村や民間に対して交付され

る経費

※表示単位未満の四捨五入の関係で、合計と一致しない場合があります

群
馬
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
・
若
者
の
育
成

政策
1

桐
生
・
み
ど
り
地
区
新
高
校

整
備

　
15
億
３
７
７
５
万
円

　
桐
生
と
桐
生
女
子
、
桐
生
南
と
桐

生
西
の
高
等
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
、
再
来
年
４
月
に
新
た
な
二
つ
の

高
等
学
校
を
開
校
す
る
た
め
、
施
設

整
備
を
進
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら
本

体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

県
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

新
規

　
９
７
１
２
万
円

　
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
参
加
し
、

理
解
し
や
す
い
授
業
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
や
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
な

ど
を
順
次
導
入
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制

構
築
に
向
け
た
調
査
研
究

９
９
５
万
円

　
高
校
生
の
不
安
・
悩
み
の
深
刻
化

や
犯
罪
被
害
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築

に
向
け
て
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

群
馬
の
飛
躍
と
地
域
の
安
心

を
支
え
る
職
業
人
材
の
育
成

政策
2

医
師
・
介
護
・
保
育
人
材
確

保
対
策

一
部
新
規

　
５
億
５
６
８
６
万
円

　
医
師
の
県
内
定
着
を
図
り
地
域
や

診
療
科
に
お
け
る
偏
り
を
解
消
す
る

た
め
、
県
外
で
学
ぶ
県
内
出
身
の
医

学
生
に
も
新
た
に
修
学
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。
ま
た
介
護
人
材
確
保
の
た

め
、
中
高
年
齢
者
な
ど
の
介
護
未
経

解
消
し
ま
す
。
来
年
度
の
開
設
に
向

け
、
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

東部児童相談所　完成予想図

妊
娠
期
か
ら
の
虐
待
予
防
強
化

一
部
新
規

　
４
１
８
万
円

　
妊
娠
期
か
ら
の
虐
待
予
防
・
早
期

発
見
の
た
め
の
相
談
窓
口
「
ぐ
ん
ま

妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
開
設
し
、
新
た
に

夜
間
の
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応

じ
て
面
談
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
の

付
き
添
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援

政策
5

藤
岡
特
別
支
援
学
校
整
備

10
億
５
８
８
万
円

　
現
在
、
仮
設
校
舎
で
生
徒
を
受
け

入
れ
て
い
る
高
等
部
に
つ
い
て
、
来

年
４
月
か
ら
の
使
用
に
向
け
て
新
校

舎
を
建
設
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
総
合
相
談
窓
口

の
設
置
・
運
営

新
規

　
１
８
９
８
万
円

30
年
度
２
月
補
正
　
１
千
万
円

　
在
住
外
国
人
を
生
活
者
と
し
て
支

援
す
る
た
め
、
生
活
・
就
労
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
多
言
語
で

相
談
に
応
じ
る
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
推
進
・
雇

用
促
進

一
部
新
規
　
２
億
６
８
０
６
万
円

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消

す
る
た
め
、
障
害
へ
の
理
解
を
深
め

る
研
修
会
の
開
催
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進

の
た
め
、
就
労
先
・
実
習
先
を
開
拓

す
る
他
、
農
業
分
野
へ
の
就
労
を
進

め
る
た
め
、
農
業
者
と
障
害
者
施
設

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
Ｊ
Ａ
を
支
援
し
ま
す
。ヘルプマークの使用例

安
全
な
暮
ら
し
実
現

政策
6

緊
急
的
な
防
災
・
減
災
対
策

３
４
６
億
９
４
０
万
円

　
局
地
的
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る

自
然
災
害
の
未
然
防
止
・
被
害
軽
減

を
図
る
た
め
、
国
の
緊
急
対
策
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、
水
害
・
土
砂
災

害
対
策
や
道
路
防
災
な
ど
の
取
り
組

み
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

防
災
航
空
体
制
の
再
整
備

８
５
１
０
万
円

　
県
警
察
や
他
県
と
連
携
し
、
県
内

の
防
災
航
空
体
制
を
維
持
し
な
が
ら

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
新
機
体
を
導

入
（
30
年
度
２
月
補
正
　
債
務
負
担

行
為
29
億
５
６
４
７
万
円
）
し
、
体

制
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

　　　

今
年
度
は
、
県
総
合
計
画
「
は
ば

た
け
群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱ
」（
28
〜
31
年

度
）
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら

三
つ
の
基
本
目
標
「
地
域
を
支
え
、

経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
人
づ
く

り
」「
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り
」「
産
業
活
力
の
向

上
・
社
会
基
盤
づ
く
り
」
の
実
現
に

験
者
向
け
の
研
修
を
実
施
す
る
市
町

村
を
支
援
し
た
り
、
技
能
実
習
生
な

ど
の
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
研
修

を
実
施
し
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
保

育
人
材
確
保
の
た
め
、
高
校
生
が
幼

児
教
育
・
保
育
の
現
場
な
ど
を
見
学

・
体
験
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
他
、
現
在
保
育
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
就
職
ニ
ー

ズ
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

交
流
・
移
住
・
定
着
促
進

政策
3

ぐ
ん
ま
暮ぐ

ら
し
支
援

一
部
新
規

　
４
６
２
０
万
円

　
移
住
希
望
者
の
現
地
訪
問
を
促
す

イ
ベ
ン
ト
を
都
内
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
都
内
に
設
置
し
た
「
ぐ
ん
ま
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
移
住
・
就

職
に
関
す
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
な
ど
、
本
県
へ
の
移
住

を
促
進
し
ま
す
。

わ
く
わ
く
ぐ
ん
ま
生
活
実
現

支
援

新
規
　
３
億
８
８
４
２
万
円

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
移
住
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
県
内
企
業
の
求
人
情
報
サ
イ
ト

を
開
設
し
移
住
者
と
中
小
企
業
な
ど

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
た
り
、

地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
新

た
に
起
業
す
る
人
に
対
し
て
支
援
金

を
交
付
し
た
り
し
ま
す
。

家
族
の
理
想
実
現

政策
4

東
部
児
童
相
談
所
の
移
転
整
備

９
億
９
２
１
５
万
円 

　
東
部
児
童
相
談
所
を
移
転
整
備
し

て
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
県
内
２
カ
所
目
と
な
る
一
時
保

護
所
を
新
た
に
併
設
し
、
中
央
児
童

相
談
所
一
時
保
護
所
の
定
員
超
過
を

向
け
、
計
画
に
掲
げ
た
13
の
政
策
に

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率
的

に
配
分
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
国
が
防
災
・
減
災
の
緊
急

対
策
の
た
め
に
創
設
し
た
、
財
政
的

に
有
利
な
県
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　31
年
度
予
算
に
お
け
る
重
点
事
業

や
新
規
事
業
な
ど
、
主
な
も
の
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

31
年
度
予
算
の
概
要

基
本
目
標
❶

基
本
目
標
❶

地
域
を
支
え
、
経
済
・
社
会

活
動
を
支
え
る
人
づ
く
り

基
本
目
標
❷

誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り


